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スピンゼーベック効果（SSE）は，従来技術よりシンプルな構造の熱電変換素子を実現できる

ため，エネルギーハーベスティングの分野で注目されている．常磁性 Ptと強磁性 Fe3O4を交互に

積層した多層膜において，大きな SSE係数 5.4 μVK-1（性能指数 0.0038）が報告された [1]．この

多層膜素子における大きな SSE 係数には, 強磁性層のスピン拡散長が重要な役割を担っている．

ゆえに，大きな拡散長を有する磁性絶縁体 Y3Fe5O12(YIG)と Pt とを組み合わせた多層膜素子を実

現できれば, Pt/Fe3O4多層膜素子よりもさらに高出力な SSEが発現すると期待される． 我々は，

2017年春の応用物理学会にて，逆構造の Gd3Ga5O12(GGG)/Pt/YIG積層膜に，さらに Pt層を追加し

た GGG/Pt/YIG/Ptにおいて 0.1から 0.2 μVK-1へと SSEが増大することを報告し，多層の SSE増大

の効果の足掛かりを得ていた． 

GGG/YIG/Pt（n=1）および GGG/YIG/Pt/YIG/Pt（n=2）の多層構造を作製した．GGG(110)単結

晶基板上に YIG 50 nm，Pt 4nmをマグネトロンスパッタ法で室温において連続成膜し，大気中で

850℃，200秒の熱処理を行った．熱処理により GGG結晶基板の直上の YIGはエピ成長している

が，n=2の Ptの上の 2層目の YIGは多結晶膜となっていた．強磁性共鳴測定では， n=1，2とも

に 2295Oe に鋭い吸収ピークをもち，それぞれ 4.3，4.6Oe の線幅であった．さらに n=2 では Pt

上の多結晶YIGによる共鳴であると考えられ

る弱くブロードな吸収が高磁場側に現れてい

た．図１に室温で温度差ΔT=6K で測定した

SSEの結果を示す．n=1では 0.18 μVK-1の SSE

係数であり，n=2では約 2倍の 0.38 μVk-1であ

った．Ptの抵抗率は 21 μΩcmと一定なので，

SSEの増大はYIGの積層によるPt層へのスピ

ン流の注入が増大した結果と考えられる．

SSE 係数向上の詳細について，当日会場にて

議論する． 

本研究は，JST，ERATOの支援を受けたも

のである． 
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Fig.１Magnetic field dependence of the spin 

Seebeck effect of [YIG/Pt]n multilayers (n=1, 2). 
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